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令和 5年度第 2 回一宮市立図書館協議会会議録（要旨） 

 

１ 開催日時  令和 6年 2月 21 日（水）午前 10 時～11時 53 分 

２ 開催場所  中央図書館 6 階 多目的室 1 

３ 出席者   委 員 10 名、事務局８名 

４ 傍聴者   0 名 

５ 議 題 

 （１）市立図書館の利用状況について 

 （２）利用者意見の調査結果について 

 （３）その他 

６ 開 会 （事務局が開会を宣言） 

活力創造部次長挨拶 

協議会会長挨拶 

７ 会 議（要旨） 

 （事務局）会長が議長となり以後の議事進行を行います。 

 （事務局）議題（1）「市立図書館の利用状況について」資料に基づき説明。 

 （議 長）質問や意見がありましたらお願いします。 

 （委 員） 移動図書館の貸出が増えているという説明がありましたが、その理由はど

のような事が考えられると思いますか。 

(事務局） 移動図書館ですが、市内の小学校 13 校に行っておりまして、コロナ禍の時

にはバスの中に児童の皆さんが密集するのがよくないという事で、学校の

利用がだいぶ少なかったということがありました。コロナ禍が明けまして

だんだん前のやり方に戻ってきたということが一番大きい理由ではない

かと思います。 

（委 員）子どもについてはそうだが、先ほどウェブで予約をした人が移動図書館で借

りると説明があったが。 

（事務局）雑誌の受け取り数が増えているというのは純然たる事実ですので、そもそも

雑誌と AVについてはほたる号に載っておらず、基本的に予約の受け取りの

みのため、予約の受け取りをされる方が増えたという説明をさせていただ

きました。 

（委 員）おそらく先ほどの説明であったようにウェブで予約すると受け取り館を指

定できるので、自分にとって便利な所で利用するということで、既存館が遠

くて使えないと言う人にとっては、ほたる号のステーションがしっかりす

ればそれはありがたいという事になると思う。だからそのあたりが今後、今

までなかなか利用しづらい人には、こういう借り方ができますよともっと

アピールするポイントなのでは。 

（委 員）私もこの本が読みたいという時はウェブで予約をして確実に手に入れやす

いところに行って、さらに返すときは一番近くに返すというスタイルです。

便利なところで借りたいという話で、出張所とかを指定して借りたり、逆に

出張所で返すというシステムはありますか。 

（事務局）出張所は、返却ポストはありますが、貸出となると、例えば貸出の機械を置

いたりとか、人を手配したりしないといけないので、各出張所で貸出という
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のは難しいです。 

（委 員）一宮って広いし、出張所とか公民館っていう単位で、連区で動いている事が

多いじゃないですか。だから今後の展望としては図書館を立派に大きくす

るだけじゃなく、どこでも利用が出来るような目線で進めていくといいの

では。出張所というのも何か用事があるし、公民館も活動で行くから、その

へんを上手に利用すれば、ある物でやっていけるのではないかと思いまし

た。 

（事務局）図書館のシステムとして、どうしても貸出する時に端末機が必要で、その操

作を出張所の方にお願いすることは難しいです。あと返却についても出張

所は取次という形になりますから、図書館に返ってきて機械にかけるまで

は、貸出状態という事になります。そのあたりご理解いただいて、よろしく

お願いいたします。 

（委 員）現状はよくわかりました。ありがとうございます。 

（委 員）移動図書館って機動性があるじゃないですか。138 タワーとかよくお祭りと

かやっているから、子どもにとってはそういう、何かのイベントで、移動図

書館が出ると喜ぶのでは。 

（議 長）ちょうど今年度、9月の木曽川の一豊まつり、あそこでリサイクルの本の配

布をした時も、えらい人気でしたね。そういったイベントの会場も図書館の

方も色々考えてやっていただいています。新しい本じゃないですけどそれ

でもやはり子どもさんたちはそういった物に興味はある。また折を見てイ

ベントにそういった出店をしていただければ。 

（委 員）さっき電子書籍の報告があったんですけど、今学校でもタブレットを使った

り、家では親御さんのタブレットやスマホ使っている子も結構います。そこ

で図書館の電子書籍が見れるという事も、何か上手く PR 出来ると、親御さ

んもこれなら子供に見せても大丈夫と安心すると思います。それがきっか

けで、本を学校で借りてこようということにもなりました。電子書籍を案外

知らない人が多くて、何かそれも PR 出来るといいと思います。リサイクル

本の配布も中央でもどこでもやっていますよね。だけど皆さん、そういうイ

ベントがあることを知らなくて。広報とかで PR しているんだけど、そこま

で見ないというのが現状で、惜しいなと思いました。 

（委 員）ほたる号の事ですけど、そのステーションの利用者というのも、今やはり高

齢化が凄いので、本を借りに行くことも出来ないし、さっきの電子書籍のス

マホの操作とかが出来ない。だけど本を読みたい。でも回数とかそういう場

所が少なすぎて。いろいろ調べている中で、全国的にネームライツみたいに

スポンサーを付けてバスを走らせている市町村があるというのを聞きまし

た。ほたる号って名前じゃなくて、バス自体にスポンサーの名前が付いてい

て、その宣伝料でお金を貰って走らせている。そうすると過疎化している所

に行ってとか、それと何か抱き合わせで機能的に図書館だけじゃなくって、

保健師さんをそこに乗せるとか、色んな仕組みがあるらしく、なかなかすぐ

には難しいと思いますが、今、高齢化、少子化の方も問題ですが、お母さん

は若いから何とか連れてくることができる。だけど取り残されているのは

高齢者なのかなと。でもその高齢者の方のほうが、さきほど言われたように
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いっぱいコミュニティはあるので、何かそういう所のサークルや公民館と

かと連携してできるといいです。高齢の方のほうが本にすごく馴染んでき

ていて、文字を見るのが、今の若い方よりうんと好きなんですよ。だからそ

ういう人たちの方が人数が多いから、何かその救いの手が高齢の方に届く

といいなと思います。 

（委 員）憩いの広場とかお出かけ広場とかそういう所が凄く増えているから、そこに

ちょっとでもお持ちすると意外とヒットして。じゃあ今度こんなのが欲し

いですって紙で書いて渡されるとかね。 

（委 員）もちろん子どもたちにも大事なんですけど、そういう高齢化の地域には、今

もお話があったので、何かの形で考えていただけるとありがたいというか、

策はないのかなという感じです。 

（事務局）リサイクル本の活用という所に着目して、例えば放課後子ども教室などに図

書館のリサイクル本を配付する仕組みはありますが、例えばいきいきセン

ターだとか、ご高齢の方たちが足を運ばれる施設にも配本活用はできると

思います。しかし今問題にあげられたのはそこにも行くことができない方

たちですよね。お歳を重ねて出ていくことが困難な方となってくると、やは

り電子書籍なのかなと。ただそうするとそれもなかなか触る事が出来ない

方がいるということですよね。ネーミングライツは目から鱗でした。活力創

造部の施設いくつかでネーミングライツをやっております。ただ、今頂いた

意見、その移動する媒体に対するネーミングライツというのは、そういった

意識を持つ事は大切だと思いました。 

（委 員）昨日たまたま読み聞かせ会だったんですけど、保育園のお散歩の子たちが、

20 何人先生と一緒に来てくださって。あれは来館者数に入っていますか。 

（事務局）来館者に入っています。 

（委 員）図書館はいいところなので、何か保育園と連携して、お散歩のプログラムの

中に図書館を入れたらいかがでしょうかみたいなことを提案したら、今ま

さに 4月からの計画を立てていると思うので、良いような気がします。来館

者の子どもが増える。そんな難しい事じゃない、お金もかからないし。保育

園の子も歩けるので。保育園は今ないんですか、そういうツアーは。 

（事務局）特に保育園が見学というのはないです。近隣の民間の保育所がちょっと見に

来たいという事で事前に連絡があって来館されるということはありますが。 

（委 員）小規模の人数が少ない所で、動ける範囲でやられたと思うんですけど、保育

園で一塊になると非常に大勢で、それを引率する保育士の負担、そこへ連れ

ていくまでの安全面を考えると、本当に小規模の所だったらまだ良いので

すが、少し難しいかなと思います。小さいなら小さいなりの良さを活かして

保育していただければ子どもにとってプラスになる事はたくさんあるかな

と思います。 

（議 長）では議題の（2）「利用者意見の調査結果について」事務局から説明願います。 

（事務局）議題（2）について利用者アンケート結果に基づき、中央図書館→ウェブ版

→尾西図書館→玉堂記念木曽川図書館→子ども文化広場図書館の順に説明。 

  （議 長）ただいま 4館の方からご説明をいただきましたが、今年度に関してはネット

のアンケート調査というのを導入したという事で、紙ベースでの配布枚数
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を減少させたというようなご説明がございましたが、それにしてもちょっ

と去年と比べると相当数数が減っており、あまり参考にならないと率直な

意見も感じました。これは利用者の方の、率直なご意見を聞くせっかくの場

ですので、もう少しウェブというのも多分時代の調査方法ではあるのかも

しれませんが、まだウェブになれていない方がいらっしゃるかと思います。

やはり紙ベースを基本に考えていただきたいという風に考えております。

それを踏まえまして皆さんご意見ありましたらどうぞ。 

（委 員）さきほどぜひ紙でという話がありましたが、紙は紙で良いと思うんですけど、

ウェブの良さでやっぱり家に帰ってしっかり考えて書けるから、それはそ

れで良いと思いますので、両方選べるのか、それとも片方だけなのか。後で

もう一回家に帰ってから、あそこを追加したかったという時に追加できた

状況のアンケートなのかを聞きたいです。 

（事務局）紙については当日そこで記入していただく、ウェブについては、QR コード

を印刷してある紙を渡して、その QR コードを読み込んで、各自端末で答え

ていただくという事で、どちらか排除することは出来ないので、可能です。 

  （委 員）ありがとうございます。 

（議 長）もう一つ確認ですが、子文だけはご自由にお取りくださいで、後の館は全て

一応手渡しをしたという認識で良かったですか。それにしては木曽川が妙

に配布数が少ないなという。 

（委 員）この配布数も大事なんですけど、来館者数を併記してもらったらいいかなと

思いました。 

（事務局）紙としては 180 枚用意して、それを全部配り終えています。 

（委 員）という事は、来館者 180 人はいたということでいいんですよね。逆に回収率

が悪いということで。    

（委 員）でも中央図書館の場合は、渡している所と書く所がすぐ直結していたので、

私は 5 階の所だったので分かりやすかったです。貰ったら直ぐ入れるボッ

クスと、書くスペースが。 

（議 長）なるほど、だからこれだけ回収率が高い。 

（委 員）子どもエリアが 5 階なので、育児関連の本も 5 階にあったら嬉しいという

意見がありますが、これはやっぱり難しいですか。もし実行しようとしたら

本のラベルとか全部変えなきゃいけないんですよね。凄く切実な意見だと

思うんですが。 

（委 員）私もそれは前から何回も言っているのですが、育児書を、やはり子どもを見

ながら、子どもに絵本を読みながら、そこでお母さんが一緒に本を読めると

いうスタンスを取っていただいた方が、ありがたいんじゃないかなと。 

（事務局）まずラベルを変える必要はないと思います。5階という場所にデータを変え

ればそれで良いのですが、そもそも棚がないというのが一番大きい理由で

す。棚が無いので、例えば返却の本などを置くブックトラックと呼んでいる

物を 5階に置いて、テーマ展示のような、そういうやり方でなら可能かもし

れないという事で、来年度以降、中央図書館が委託している業者が考えると

話しています。 

（委 員）ただでさえ子どもがうるさいから図書館へ行けないと思っているんですよ
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ね、小さい子連れてお母さんたちが。大丈夫ですか、こんな小さいうるさい

子連れて行ってもって聞かれるくらいなので、やっぱり 1 フロアで用事が

済んだらとても嬉しいと思います。 

（議 長）今 5階のエレベーター横に、リサイクル本のコーナーがありますが、ああい

う形でも良いので、やはり目立つ所にそういったコーナーを設けていただ

くといいと思います。大半は持ってくのは難しいかと思いますけども、そう

いった小さなお子さんを持つお母さんに、興味を持っていただけそうな本

を選書して配架していただくというのも一つの手かなと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

   （委 員） アンケートのこの結果については、どのように公表はされているんですか。 

(事務局）アンケート結果につきましては中央図書館ですと、入口の所に紙で昨年度

の物が掲示してあります。あとは図書館のウェブサイトでも公表していま

す。また今回の分につきましては取りまとめ次第、掲示する予定です。 

（議 長）自由意見欄にあるような利用者の方の意見は些細な事でもやはり出来る事

から改善をして、より良い図書館にしていただきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

        それでは最後、議題（3）のその他について、事務局からお願いいたします。 

（事務局）次回の会議ですが、令和 6 年の 9 月頃に令和 6 年度第 1 回を予定していま

すので、よろしくお願いいたします。 

（議 長）それでは貴重な意見いただきましてありがとうございました。以上をもちま

して第 2回図書館協議会を終わります。ありがとうございました。 


